
141

新潟大学五十嵐の森キャソプサイトの

利用開発について

大橋正春

はじめに

五十嵐の森キャソプサイトは，教育学部が五十嵐

キャソパスに統合して授業で野外活動を実施するよ

うになり，大学構内でもどこかキャンプが出来る場

所を探そうと，当時の研究室の学生達とともにいろ

いろと場所探しをしたことが思い出される。結局，

サッカー場の北西部にあたる変形の三角形の場所が

何も使用されておらず，候補地として選ばれた。草

は生え放題で何もないところからスタ―卜した。伊■

溝に使用するコンクリ―トブロックと耐火レンガを

もらってきてかまどを10個作った。洗い場は鉄道で

使用していた枕木をもらってきて，木を組み立てて

その上に洗い場を乗せただけの粗末なものであった。

しかし，当時は学生共々みんなで作ったキャンプ場

に大満足して野外活動の授業をスタートさせた。保

健体育科の専門授業である野外活動Ⅰ，小学校体育

の授業でキャンプ実習をこのキャソプサイトで実施

した。後に教義体育の野外活動の授業も開講した。

専門の授業は30人位だったが，小学校体育の受講生

は300人位いたので，夏休みに入るとすぐ1泊2日

の学内キャソプを3回から4回実施した。日中は非

常に暑く日陰もほとんどなく，研究室の学生と共に

実施していた。このキャソプサイトも5年前から

「五十嵐の森キャソプサイト」と命名して多くの授

業や，小中学生等のキャソプを実施している。そし

て，懸案であった「かまど」も教育改善研究開発調

査経費で立派なものを整備して頂き，ついで，水場

も整備してかまどと水場に鉄筋の屋根を整備して頂

いたおかげで，雨が降っても活動が可能になった。

最近の学校においては，いじめ・登校拒否等に代

表されるように，教育の見直しがなされている。そ

れらの対応策の一つとして野外教育の重要性が挙げ

られている。学生が集団生活を通して共同的協調的

資質を養うことは，教員養成教育にとって重要な課

題である。さらに，社全体育やレクリェーショソと

しても野外活動が盛んに取り上げられるようになっ

てきており，学校キャソプや教育委員会・公民館，

町内会等における生涯スポーツとしての野外教育プ

ログラムの開発研究が急務である。そのためには，

みじかなところで数多くの野外教育プログラムを実

施する必要があり，五十嵐の森キャソプサイトの整

備をすることによって，今後全学的，地域社会への

貢献度は非常に大きなものとなり得ると考える。

l．授業とLての利用について

1）専門体育野外活動

この授業は時間数の関係で数年前から集中授業と

している。毎週の授業ではなく，学内1拍車ャソプ

と妙高登山が必修，春山スキーとサイクリソグを選

択にしている。五十嵐の森キャンプサイトでの1泊

キャソプは毎年5月に開催きれる。約30名の学生が

受講しており，6人用テソトに合わせて6人のグルー

プ編成にして，テント設営・野外炊飯・キャンプファ

イア―・星座観察・朝食作り等をプログラムとして

実施している。以前は毎週の授業で，キャンプの理

論と実践を通して，ロープワーク・コソパスワーク・

クラフト・火の燃やし方・道具の使用法等を行って

いたが，現在はそれらの時間が取れないので，学生

の野外活動に関する知識や実技が伸び悩んでいると

いえる。Lかし，1拍車ャソプにおいて，短いなが

らも有効にキャソプの知識・実技を学んでいること

を期待したい。将来，教員として小・中学校に勤め

た場合，自然体験括動等で野外活動の知識や実技を2006．6．30　受理
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写真 1 昭和6 0 年 小学校体育野外実習

テ ントは屋根型
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写真 3 平成13 年 教養野外活動 1 泊キ ャ ンプ

( かまども水場も手作り の簡素なもの)

写真 4 平成1 3 年 教養 1 泊キ ャ ン プ

(手作りのカマ ドで の調理)
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指導す る立場 に な る こ とを考える と
,

より授業 の 充

実を図らなけれ ばならな い ｡

2 ) 健康スポ ー

ツ科学実習ⅠⅠ (野外活動)

こ の授業は, 教養課程 の 選択授業と して位置づ け

られ て い る｡ い ろ ん な学部 の 学生 が受講し て おり,

2 年前に は韓国 の 留学生 も受講して い た ｡ 毎週 の授

業 で は
,

五 十嵐 の 森キ ャ ン プ サ イ ト を利用 して
,
野

外活動 の 基礎技術の 習得 ･
ロ

ー プ ワ
ー ク の 基礎と し

て あ や とりも取り 入 れ て い る ｡ 紙ブ ー

メ ラ ン
･ 紙皿

と紙 コ ッ プ
,
割りば しを使 っ た 皿 回 し作り ･ コ ソ パ

ス ゲ
ー

ム ･ プ ロ ジ ェ ク ト ア ド ベ ン チ ャ
ー ･ 新聞紙 フ

リ ス ビ
ー ･ 学内 1 泊キ ャ ン プ 等を実施して い る ｡ さ

1 4 3

ら に , 夏休み に は 2 泊 3 日 の妙高 ト レ ッ キ ン グを実

施｡ 以前に行 っ た 1 泊キ ャ ン プ の 学生 の感想文を紹

介する ｡

｢ 新潟大学内 で まさ か キ ャ ソ プ が で きると は思 っ

て い なか っ た の で
,

そ の 実施を聞い た時に は驚 い た ｡

テ ソ トや寝袋,
組み立 て 式 の テ ー ブ ル

, 食器 セ ッ ト

もち ゃ ん とあり
,

班 に 一

つ ず つ か ま ども配分され
,

本格的な キ ャ ン プを満喫で きた｡ 洗 い 場も コ ン ク リ
ー

ト で り っ ばなも の で 鉄筋 の 屋限が か か っ て い た ｡ 水

道の数も い っ ば い あり料理作りも充分に楽し め た｣

｢ 私た ち野外活動受講生は
,

5 月 に新潟大学 の 五

十嵐の 森キ ャ ソ プ サ イ ト で 1 泊の キ ャ ン プ実習を行 っ

た｡ こ の 授業を受講す るま で は
,

私は 3 年間 キ ャ ソ

平成1 7 年度 五十嵐の森キ ャ ンプサイト利用状況

1 ) 健康 ス ポ ー

ツ 科学実習ⅠⅠ野外活動

H 1 7 . 毎週木曜 2 限

2 ) 健康 ス ポ ー ツ 科学実習ⅠⅠ野外活動 学内 キ ャ ン プ

H 1 7
,

5 月1 1 日 ( 水) - 5 月1 2 日

3 ) 野外活動論 ク ラ フ ト

H 1 7
,

5 月1 2 日 ( 木)

4 ) 野外活動論 鍍金炊飯

H 1 7
,

6 月 2 日 ( 木)

5 ) 野外活動論 ブ ー

メ ラ ソ 大会

H 1 7
,

6 月2 3 日 ( 木)

6 ) 技術科新入 生歓迎

H 1 7
,

5 月2 0 日 ( 金)

7 ) 専門野外活動 大学院体育方法学Ⅰ 学内 キ ャ ソ プ

H 1 7
,

5 月2 5 日 ( 水) - 5 月2 6 日 ( 木)

8 ) 五 十嵐 の 森チ ャ レ ソ ジ ャ
ー キ ャ ソ プ

H 1 7
,

1 0月 8 日 ( 土) - 1 0 月 9 日 ( 日)

9 ) 五 十嵐 の 森チ ャ レ ソ ジ ャ
ー キ ャ ソ プ

H 1 7
,

1 0 月 9 日 ( 日) - 1 0 月1 0 日 ( 月)

1 0) ス キ ー ･ 野外活動実践実習 野外炊飯

H 1 7
,

1 1 月1 0 日 ( 木)

l l) 映画倶楽部 芋煮会

H 1 7
,

1 1 月2 7 日 ( 日)

1 2) ス キ ー ･ 野外活動実践実習 か ん じき作り

H 1 8
,

1 月1 2 日 ( 木)

1 3) ス キ ー ･ 野外活動実践実習 か ん じき体験

H 1 8
,

1 月1 9 日 ( 木)

1 4) 野外活動 ク ラ ブ ビ バ ー ク

H 1 7
, 年間を通 し て 定期的 に利用

3 1 名

2 7 名

3 0 名

3 0 名

3 0 名

1 2 名

4 5 名

56 名

5 8 名

3 0 名

1 7 名

3 0 名

3 0 名

30 名
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プ サ イ ト の 場所すら知らずに 大学生括を送 っ て きた｡

しか し
, 実際 に飯金炊飯をする た めに

,
金網 の 乗 っ

た か ま どを見 た時,
こ れ ほ どの 設備はも っ と新潟大

学生 に広く認知される べ きな の で はな い か と思 っ た｡

こ の キ ャ ソ プ サ イ ト の 存在を知らずに 卒業して しま

う の は勿体な い と思 っ た｣

｢ テ ン ト の 中 で
一

泊した の は初め て だ っ た の で
,

と て も緊張しま した ｡ しか し
, 最初 の 不安はす ぐに

消え て
, 本当 に楽しか っ た で す ｡ 今回 の キ ャ ソ プ で

友達と の 仲が か なり深ま っ たよう に 思えます ｡ こ の

ような機会をも っ とも っ と多く し て 欲し い し,
こ う

い う コ ミ ュ ニ ケ
-

シ ョ ソ の 場を大切 に し て 仲間を増

や して い きた い で す｣

｢ キ ャ ン プ は何回も経験した こ とはあります｡ し

か し
,

こ の 学内 キ ャ ン プ の よう に
, 初め て 会 っ た ば

か り の人と キ ャ ン プ をする の は今回 が初め て で す｡

最初は
,

コ ミ ュ ニ ケ
-

シ ョ ソ もあまりとれず, うま

く い きま せ ん で したが
,

1 泊を テ ン ト で 過 ごすうち

に
,

み ん なと打ち解けて い きま した ｡ こ の 点に お い

て
, 今回 の キ ャ ン プ は学ぶ点が 多か っ た よう に 思 い

ます｣

こ の 感想文 か らもわ か るよう に , 大学 の 構内に キ ャ

ン プ サ イ ト が ある こ と に よ る利点と, 学部を越え て

学生 同士が キ ャ ソ プを楽しみ
, 打ち解け て い く行程

が読みとれ る ｡ 授業を通 して 班 で の 結束も強くなり
,

協力体制も で き夏休み に 実施する妙高 ト レ ッ キ ン グ

に も好影響をもたらして い る と言える｡ こ れはとり

もなおさず野外 で 活動を共 に行う こ と の 最大 の 利点

で はな い だろうか ｡ 2 年前 か ら学生 - ソ ド ブ ッ ク の

五 十嵐地 区配置図 に キ ャ ソ プ サ イ ト が載るよう に な

り
,
多少なりとも五 十嵐の森キ ャ ソ プ サ イ ト が知 ら

れるよう に な っ て き て い る が
,

正門と西門 の 大学案

内に はまだ記され て い な い の が現状 で あ る ｡ で きる

だけ早 い 時期に 記 入 して 学生や教職員 に も知 っ て も

ら い た い も の で ある｡

3 ) そ の他の授業 で の利用

そ の 他 の 授業と して は
, 野外活動論 ･ 特別別科体

育 ･ 大学院体育方法学I 等 で
,

で き る だけ多く 五 十

嵐 の 森キ ャ ン プ サ イ ト を利用する よう に し て い る ｡

2 . 社会貢献としての利用 に つ いて

I) 2 0 0 5 第 8 回 五十嵐の森チ ャ レン ジ ャ
ー

キ ャ

ン プ

平成1 7 年1 0 月 8 日 ( 土) - 1 0 月 9 日 ( 日) 1 泊 2

日 の 日 程 で 先着30 名募集した ｡ 平成1 6 年ま で は
,

フ ァ

ミ リ ー キ ャ ソ プ と し て 募集 して い た が
, 集まりが悪

い の で
, 小中学生を対象 に 子 どもキ ャ ン プ に 変更し

た ｡ 子 どもだけ の ほ う が
, 親が 都合が つ か なく て も

参加 しや す い の か
, す ぐに3 0 名に達して しま い

,
な

お か つ まだまだ参加希望 が絶えず,
や むなく1 0 月 9

日 ( 日) - 1 0 月1 0 日 ( 月) 1 泊 2 日 も追加 して
,

2

回開催した ｡ それも
-

回 に つ き約5 0 名以上 の 子 ども

達 の 参加 が あり
,

主催者と して はうれ し い 悲鳴をあ

げた ｡

募集要項,
主な 日 程 は 以下 の 通 り で ある｡ 大学構

内に小中学生が集ま り
, 親も送り迎 え で 五 十嵐 の 森

キ ャ ン プ サ イ ト を見て
,

こ の ような施設を今後是非

利用 した い と の 感想を述 べ て い た ｡ 1 日 目は午後か

ら受付を し て
, 各班 に 分か れ て学生を 1 名づ つ カ ウ

ソ セ ラ
…

と した｡ 指導者は私 の 研究室の 卒業生 で
,

ほ と ん どが小中学校 の 先生 で あり
,

そ の 他 の 指導者

も野外活動に興味 の ある人 々 ばか り で ある｡ こ の よ

う に
, 学生 や卒業生 が指導に 来て くれ る こ と は

,
な

ん と心強 い こ と で ある｡ オ リ エ ソ テ -

シ ョ ソ を した

後,
ア ウ ト ドア ゲ

ー

ム を して お互 い に打ち解け て か

ら
,

テ ン ト設営 ･ 野外炊飯 で カ レ ーを班毎に 作 っ た

が
,

ど の 班 も カ ウ ン セ ラ ー

の 指導 の もと
,

ご飯も カ

レ
ー

も上手 に 出来 て
, お い しそ う に食 べ て い た の が

印象に残 っ て い る｡ 最近 の 子 ども達は外 で 遊ばな い

とよく言われる が
,

こ の よう に条件を整え て
, 安全

を確保 して キ ャ ン プ の 機会をより多く企画 し て い き

た い ｡ 1 日 目は あ い に く夜に 雨 が 降り出 した が
,

雨

が や ん だ時に キ ャ ン プ フ ァ イ ア
ー

も実施した｡ 参加

者全員 で 火を囲み歌をうた っ て ゲ
ー

ム をする
, 子 ど

も達に と っ て は
, なん となく ワ ク ワ ク し

,
親と離れ

て 子 ども達だけ で の テ ン ト泊｡ なん とすば らし い こ

と で あろう ｡ す べ て が 楽し い わけ で は なく
, 時に は

が ま ん も しなく て はならな い し
,

い ろ ん な意味 で 成

長す る と考える ｡ 雨も降る こ となく , 無事に キ ャ ン

プ フ ァ イ ア
ー も終了 して

, 子 ども達が テ ン ト に 入 っ

た 途端に
, 雨 が 降り出 した の も ラ ッ キ ー と い わ ざる

をえな い ｡ 雨 が 降り出したが, か え っ て テ ン ト毎 で

阜ども達もお互 い に ゆ っ く り話を して い た し
,
指導

者も い ろ い ろ な話に は なが さ い た｡ 翌朝は 雨もあが

り
, 天気もよく朝食 に カ

ー

ト ン ド ッ グ作りを した ｡

ホ ッ ト ド ッ グを ア ル ミ ホ イ ー ル に 包み , 牛乳 パ ッ ク

に 入 れ て
,

火を つ け る と出来上 が り で ある｡ 簡単 に

出来て
, 短時間で 調理 で きる の が魅力 で ある ｡ 9 暗

か ら は
,

ア ウ ト ド ア で 楽しむ ク ラ フ トとゲ ー ム で 楽

しん だ｡ ク ラ フ ト で は枝 の 二 股 を利用 した パ チ ン コ
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召 ◇日 時 1 0 月 8 日 ( 土) 1 3 : 3 0 - 1 0 月 9 日 ( 日) l l : 3 0 ※ 雨天 決行

◇会 場 新潟 大学内 五 十嵐 の 森 キ ャ ン プ 場 ( サ ッ カ ー

ラグ ビ
ー

場と 野 球 場 の とな り)

◇内 容 テ ン ト泊､ キ ャ ン プ フ ァ イ ヤ ー

､
ア ウ ト ドア ク ッ キ ン グ

､
ア ウ ト ドア ゲ ー ム 等

E
◇対 象 小 中学生 ( 小 学校 3 年 生 以 下 は保 護者 同 伴) ※先着 3 0 名 ま で

良

書 ◇参加 費 1 i O O O 円 ( 食材費､ 保険料) - ･ 当 日受 付 で 納入

I
◇問 い 合わせ ･ 申 し込 み 財 雛 9 ノダー 宕 H

I

】 ※お 申 し込み は､ 申 し込 み 用 耗 で 郵送 か F A X ､ また は

当会の ホ
ー

ム ペ ー ジ か ら メ
ー

ル で お願 い し ます o

郵便 - 〒 9 5 0
-

2 1 8 1

新潟市五 十 嵐 2 の 町 8 0 5 0 番地

新潟大 学教育人 間 科学部 大橋正 春 宛

T E I J
･ F A X → 0 2 5 - 2 6 2 - 7 0 7 9 ( 新潟 大学教育人間科学部 野外 活動研 究 室)

U RI J
→ h tt p

:/n l O m e p a g e 3 . n i丘y . c o m 仰O E S/i n d e x .h t m

‡ ◇ 持 ち物
･

参加 費 ･ 懐中電 灯 ･ 虫 除け ･ 米 1 合 ･ 雨具 ･ タ オ ル
･ 軍 手

}

書
･

飲み 物 ･ お や つ ･ 空の 牛乳 パ ッ ク 1
T

tl
y

L ( 切 り開か ず)

ヽ

※ テ ン
■

ト ･ 耳蔓 袋 ･ 食 親 等 の 用 具 は 全 て 無専科 で 貸 し 出 し ま す ｡

~ - ■ ~ ■ ■一 ~ ■■ ■ ■ ■■ 1 一 - - - I - - - - ■■ 一 ■一 - ■ - - ■■ -
1
一

1
■

■ 一 ■一 ■ - - - - 1 - J - 1 I - 一 ■l ■ ■ ■一 1 I - ■ - I

ヽ

- 主塔8 程 -

【1 日 目】

1 3 : 3 0 受 付

1 4 : 0 0 開村式 ･ オ リ エ ン テ
ー

シ ョ ン

1 4 : 3 O ア ウ トドア ゲ ー ム

テ ン ト設 営

1 6 : 3 0 ア ウ ト ドア ク ッ キ ン グ

夕 食

自由時間

1 9 : 3 0 キ ャ ン プ フ ァ イ ヤ ー

自由 時間

2 1 : 3 0 テ ン ト

就寝

I 2 日 目】

7 : 0 0 ア ウ ト ドア ク ッ キ ン グ

朝食

自由 時間

9 : 0 0 ア ウ ト ドア で 楽 しむ

･ ク ラ フ ト ･ ゲ ー ム等

1 0 : 3 0 テ ン ト撤収

l l : 0 0 閉村式

l l : 3 0 解散



新潟大学 五 十 嵐の 森 キ ャ ン プ サ イ トの 利用開発 に つ い て

写真 5 平成1 4 年 親子キ ャ ンプ

(紙ブ ー

メラ ン作り)

写真 6 平成1 5 年 親子キ ャ ン プ

(テ ン ト説明 , かまど の み完成)

写真 7 平成1 7 年 五十嵐の森チ ャ レン ジ ャ
ー

キ ャ ン プ

1 4 7

写真 8 平成1 7 年 五十嵐の森チ ャ レン ジ ャ
ー

キ ャ ンプ

(学生カウ ン セラ
ー

と班の子ども達)

写真 9 平成1 8 年 あそびの城づくり

(五十嵐の森キ ャ ンプ場 で遊ば う
･

学内ウ ォ
ー クラリ

ー )

(鉄筋のり っ ばな屋根がかか っ たか まどと

水場も完成 L て い る)

写真1 0 平成1 8 年 あそびの城づくり

( 五十嵐の森キ ャ ン プ場で遊ばう ･ 木萱り

を楽しむ子 ども達)
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作り で
, 子ども達に大変人気があり, 事前に枝を い っ

ぱ い 確保し て お い た も の で 作 っ た｡ 空に な っ た ペ ッ

ト ボ ト ル を置 い て 的 に した ｡ 最初はな か な か あたら

なか っ た が
,

ね ら い を定め て 当た る よう に な っ て き

た ｡ そ の 他, 木 メ ダ ル
, 新聞紙 フ リ ス ビ

ー

,
紙 ブ ー

メ ラ ン
, 紙 皿 まわ し

,
ス ト - ソ ペ イ ン テ ィ ソ グ

, 折

り紙等, 自分 で 何か を作り上げ る こ と の 楽しさを満
l契して い た｡ ネ イ チ ャ

ー

ゲ
ー ム で は カ モ フ ラ

ー ジ ュ
･

目隠し ト レ イ ル 等を楽しん で い た｡ そ れらを見 て や

はり子 どもはあそ び の 天才だと強く感じたと こ ろ で

あり
,

こ の ような条件を整える の が 我々 指導者の 役

目 で あると考える ｡ そ の後 ,
テ ン ト撤収を し て 解散

とな っ た ｡ 参加 した子 ども達は ｢ 来年も絶対来る か

らね｣ と何度も何度も言 っ て カ ウ ン セ ラ ー 達と別れ

をお しん で い た 姿が 印象的で
,

こ の 五 十 嵐 の 森チ ャ

レ ン ジ ャ
ー キ ャ ン プ を継続して い きた い と強く感じ

て い る ｡

2 ) あそびの城づくり 新潟大学五十嵐の森キ ャ ン

プ場で遊ばう

平成1 6 年 5 月 に
, 文部科学省が ｢ 子 ども の 居場所

づ く り新プ ラ ン ｣ を ス タ ー トさ せ た｡ 子 ども達に関

わる重大事件 の 続発など
,

青少年 の 問題行動 の 深刻

化や 地域 や 家庭 の 教育力低下等 の 緊急的課題 に対応

す る た め に
,

平成1 6 年度 か ら 3 ヶ 年に わた り
,
｢ 子

ども の 居場所づ く り｣ を推進する事業 で ある ｡ 日 本

レ ク リ ェ
-

シ ョ ソ 協会 で は
,

こ の ｢ 子 ども の 居場所｣

を ｢ あ そ び の 城｣ と呼 び,
｢ 慶, そ び の 城づ く り推進

事業｣ を実施 して い る ｡ ｢ あ そ び の 城｣ は , 平成1 6

年度 に1 3 3
,

平 成1 7 年度 に1 71
,

そ し て今年度は1 6 7

地域 で 実施され る 予定 で ある｡ こ の 事業は
, 全国

一

斉 ｢ あ そ び の 日｣ キ ャ ン ペ ー

ン を き っ か 捌 こ始ま っ

た ア ク シ ョ ン を引き続き支援すると同時に , 多く の

有資格者, 地域 レ ク協会,
加盟種目団体に活動 の 機

会を提供する事業 で もあ る ｡ そ して
,

より多く の レ

ク リ ェ
-

シ ョ ソ 関係者 の 力を結集して
,

次世代を担

う子 ども達を育 ん で い こ うとす る も の で ある｡

★ ｢ 子 ども の 居場所｣ に求め られ る こ と

･ 子 ども が 安心 して 過ごせ る

･ 成長に つ な が る 時間 で ある

･ 様 々 な体験が提供され る

･ 大人 に と っ て も居場所 で ある

以上 が 掲げられ て い る ｡

新潟大学五 十嵐 の 森キ ャ ン プ場 で 遊ぼう は
,

平成

1 8 年度あ そ び の 城づ くり推進事業 ( 文部科学省委託

事業地域子 ども教室) で あり
,

子 ども達に安全 で 楽

し い 遊び場 を提供すると い う趣旨 の もと に
,

今年は

新潟県 で は村上市 ･ 長岡市 ･ 新潟市の 3 つ の 会場 で

開催され
,

全国 で 1 6 7 の あ そ び の 城が つ く られ て い

る｡ 募集要項にもあるよう に
, 来年 の 3 月ま で 第2-し! /

第 4 火曜日
,

土曜日 3 回,
日曜日 3 回

,

一

泊 キ ャ ン

プ 1 回実施する予定 で あ る ｡

募集要項を配布す る に あた り
, 近隣 の 小学校 で あ

る内野 ･ 五 十嵐小学校 の 全校児童に 配布をお願 い し

た｡ さら に
, 新潟日報 ･

市報に お願 い を し て 載せ て

い た だ い た ｡ 毎回小学生 の 低学年が主体 で あ る が
,

参加 した子 ども達は
, 最初はも じもじし て い る が

,

す ぐに打ち解け て み ん な で 汗び っ し ょ り に な っ て 走

り回 っ て い る｡ 最近 の 子 どもは コ ン ピ ュ
ー タ ー

ゲ ー

ム 等に 夢中 で
,

あま り外 で は遊ばな い とよく言われ

る が
,

こ の あそ び の 城に 参加す る 子 ども達は違 っ て
,

ミ ニ サ ッ カ ー

, 鬼ご っ こ
, なわとびや 写真に もある

よう に
, 木 の ぼりも大好き で あ る ｡ しか し

,
少し心

酉己な の は
一

人 で 木に 登れる子どもが 少な い こ と で あ

る ｡ 我 々 の こ ろ は
,

み ん な で 木の ぼりを した し, 登

れな い 子 に は上級生 が ち ゃ ん と指導し て 登 れ る よう

に な っ て い っ たも の で ある が
, 最近 で は町なか で は

登 る木も少なく て
,

そ の ような機会も薄れ て い る と

言 え る｡ 遊ん で い る うち に
,

はだ か に な る 子 どもや ,

砂だ ら 捌 こなる子 どももおり
,

迎 えに 来たお母さ ん

はび っ くり して い た が
,

こ れ が 子 ども本来 の 姿 で は

な い だろうか ｡ ただ
, 安全だ 桝 ま第 一

に考え て 事故

が起 こ らな い よう に
,

各回 5 人 の 指導者と 2 か ら 3

人 の ボ ラ ン テ ィ ア を含め て 安全管理 に気を配 っ て い

る ｡ 7 月 1 日 ( 土) に は
, 内野 の 地元商店街 で 朝市

が開か れる の で
,

お こ づ か い5 0 0 円を持 っ て 朝市を

廻 っ て こ ようと い う企画 が あるが
, 子 ども達を グ ル ー

プ に分け て
, 学生を カ ウ ン セ ラ

ー

として 1 人 づ つ 入

り
,

行動は子 ども達 が 主体 で あ る｡ 地域周辺 を自分

で 知 り自分 で 買 い 物をする こ と
,

こ れは子 ども達に

と っ て 非常に 重要 な こ と で あると考える ｡ また, 千

ども達が ど の ような行動をとるか
,

と て も楽 しみ で

あり
, 朝市を存分 に楽しん で こ ようと考え て い る ｡

また
,

予定 の なか に は ギ ョ ウ ザ や カ レ ー ラ イ ス 作り

や 昔あそ び等も含まれ て おり
, 今年始ま っ た ばか り

で あ る が
,

い ろ い ろな経験を子 ども達に して もら い

た い ｡

3 . 五十嵐の森キ ャ ンプサイ トの整備につ いて

こ こ 数年の 間に
,

五 十 嵐の 森キ ャ ン プ サ イ ト も見

違える ほ どきれ い に な っ た｡ 樹木や花も新潟県野外



新潟大 学 五 十 嵐の 森キ ャ ソ プ サ イ ト の 利用開発に つ い て

平成 1 8 年度あそび の 城づ くり推進事業参加者募集

(文科省委託事業地域子 ども教室)

実施主体 新潟県野外教育研究会

新潟市 レ ク リ エ
ー

シ ョ ン 協会

後 援 新潟市教育委員会

- 新潟大学五十嵐の 森キ ャ ン プ場 で遊ぼう -

[ あそぴの城づく りの概草コ

○ 新潟大学 の 構内 に ある五十嵐 の 森キ ャ ン プ場にお い て ､ 安全に楽 しみな

がらゲ ー

ム やクラ フ トを行 い
､ 料理作りや内野朝市体験 ､

一 泊キ ャ ン プ等

を通 し て お友達を い っ ぱ い つ くり
､

おも い っ きり遊びま し ょ う｡

[ 対象] 小 ･ 中学生

[ 日程】 右記日軽参照

4 月 か ら来年 の 3 月ま で の 第 2 ･ 第 4 火曜 日
､

1 4 : 3 0 - 1 6 : 3 0

土曜日 3 回 ､ 日曜日 3 回 ､

一 泊キ ャ ン プ 1 回

[ 指串良〕

○新潟 県野外教育研究会会員

○新潟市 レ ク リ エ
ー シ ョ ン 協会会員

○新潟大学学生

[ 会場】

新潟大学五十嵐 の 森キ ャ ン プ場 (新潟市五十嵐2 の町8 0 5 0 番地) ･x 下記会場付近図参照

[ 参加費】

無料 料理作り の 場合には実費

【申込先 . 問い 合わせ先】

新潟大学教育人間科学部保健体育科野外活動研究室

T E L 0 2 5 ( 2(‡2) 7 0 7 9

新潟大学教育人間科学部保健体育科 大橋正春

# # 0 8 0 8 1 4 9 1 8 9 5 【会場付近図】

14 9
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実施計画書( 4 月 - 9 月のあそぴの城実施計画書)

回 日時 場所 あそぴの メニ ュ
ー

■
4/ー8 (火) 新潟大学五 十嵐の

･

ミニ サッカ
ー

､ 新聞紙フリス ビ ー

､ 紙ブ ー メラン
､ なわとび､ 鬼ごつ

L ー
1 4:30 - 16 :30 森キ ャン プ鳩

2
4 / 2 5 ( 火)

1 4 :3 0 - 1 6 :3 0

新潟大学五十 嵐の

森キャン プ場
･ 新聞紙ポ ー ル

､
ミニ サ ッカ

-

3
5/ 9 ( 火)

1 4 :3 0 - 1 6 :30

新潟大学五十 嵐の

森キャンプ場
･ 鬼ごつ こ

､ 紙皿まわ し､ ミニ サ ッカ
ー

4
5 / 1 4 ( 日) 新潟大学五十嵐の ･ プロジェクトアドベ ンチャ

ー

､ 紙ブ ー メラン､ ジャンボなわとび. ス

1 4 :0 0 - 1 6 :3 0 森キ ャンプ堵 ト
ー

ンペ インティン グ

5
5 / 2 3( 火)

1 4:3 0 - 1 6 :3 0

新潟大学五 十嵐の

森キャ ンプ堵
･

ソフト′くレ
- ポ - ル ､ 新聞紙フリス ビ -

6
6 / 1 3( 火)
1 4:3 0 一 } 1 8:3 0

新潟大学五 十嵐の

森キャンプ鳩
t あや とり ､ けん玉 ､ 鬼ご つ こ

7
6/ 18 ( El)
1 4 .

,

0 0 - 1 6:3 0

新潟大学五 十嵐の

森キャン プ堵
･ 学内ウオ - クラリ

ー

8
6/ 2 7 ( A )

ー4:3 0 . - 1 6:3 0

新碍大 学五 十嵐の

森キャン プ場
･ 紙ブ - メラン

､
スト ー ン ペ イン ティン グ

9
7/ 1 (士)

内野駅前通り
･ 内野朝市体検( 内 野小学校グラン ド集合. おこづ か い 5 0 0 円持

9 :3 0 - l1 :3 0 秦)

1 0
7 / l l ( 火)

ー4 :3 0 - ー6 :3 0

新潟大学五 十嵐の

森キャンプ堵
L 折り紙､ ゲ ー

ム

l l
7 / 1 5 ( 土) 新潟大学五十 嵐の ･ ネイチャ

- ゲ ー ム
, テントをたててみ よう､ ギョウザを作ろう(美章

1 0 :00 . - 1 4 :0 0 森キャンプ場 20 0 円)

ー2
7 / 2 5( 火)
1 4 :3 0 - 1 6:3 0

新潟大学五 十嵐の

森キャンプ場
･ 木メダル作り

､ 鬼ごつ こ

ー3
8 / 8 (火)
1 4 :3 0 一 } 1 6:3 0

新潟大学五 十 嵐の

森キャンプ場
･ ソフトバ レ ー ボ ー

.
ル

､ 新醐紙フリス ビ ー

1 4
8 / 1 2( 土) 新潟大学五 十嵐の ･ ゲ ー

ムをしてカレ ー

ライスを作ろう( 米1 合と3 0 0 円 ､
スプ ー

ン持
ー0: 00 一 } 1 4:0 0 森キャ ンプ場 参)

ー5
8 / 2 2( 火)
1 4 :3 0 - 16 :3 0

新潟大学五 十嵐の

森キャン プ壌
･ ス イカ割り､ 木登り,

プラン コ作り

16
9 /ー2 ( 火)

1 4:3 0 - 16 :3 0

新潟大学五 十嵐の

春キャン プ蛾
･ 虫取り(トンボ､

′{ツタなど)

ー7
9/ 2 3 .2 4 新潟大学五 十嵐の J 1 泊キャ ンプ( プロジェクトアドベ ンチャ

-

､ 野外 炊飯､ キャンプフア
1 4:0 0 - 1 ー:0 0 森キャンプ堵 イア

-

､ クラフト等)

1 8
9/ 2 8 ( 火)
14 :3 0 一 } ー6 :3 0

新潟大学五 十嵐の

森キャンプ鳩
･ あやとり､ けん 玉

､ 鬼ごつ こ
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教育研究会の メ ソ バ ー や卒業生
,
学生達 の 協力 の も

と草刈りをは じめ
, 第 2 体育館裏に ある山桜を移植

したり
,

新潟線 の 百年物語 で 樹木を植えて い ただ い

た ｡ 将来,
こ れら の 樹木が 大きくなれば

,
キ ャ ン プ

サ イ ト に も 日陰が で きる よう に な る ｡ しか し, 雑草

の 伸び は 非常に 早く
,

今年も 5 回章刈りをした ｡ こ

の 草刈りと夏場 の 水まき が重労働 で ある｡ 藤棚も今

年整備 した ｡ 毎年実施して い る , 粟島 の ダ イ ビ ン グ

実習 で 仲間か ら真竹を1 2 0 本位もら っ て
,

大 学 の ト

ラ ッ ク で 運び
,

そ の 実竹 で り っ ば な藤棚 が完成 し
,

日陰も確保 で きた ｡ さら に
, 今年は花 い っ ぱ い 運動

を展開中で ある｡ 学生と
一

緒に
,

土を掘り起 こ し て

雑草を取り除き
,

土を ト ラ ッ ク で 運ん で 少しづ つ い

ろ ん な花を植えた ｡ 境界に は木 の 杭をう っ て そ れ に

真竹を結び つ けた｡ やはり , 花 が あると キ ャ ソ プ サ

イ ト の 雰囲気も変わ る も の で ある｡ キ ャ ソ プサ イ ト

全体が 明 るく な っ たよう で ある｡ さら に は
, 昨年咲

い た コ ス モ ス の 種が落ち て また コ ス モ ス が すくすく

と育 っ て おり , 夏に は コ ス モ ス の 花 も咲き出す こ と

で あ ろ う ｡ また
, 学生 が 土を耕し て 菜園を作りた い

と申し出 て
,

- ー ブ園と野菜畑も完成 した ｡ 教員養

成学部 の 学生と し て
,

将来き っ と役に 立 つ と考え ら

れ る｡ しか し
, まだまだ樹木や 花も少な い の で

,
な

ん と か増やすよう に努力して い きた い ｡

こ の よう に キ ャ ン プサ イ トを維持管理 して い く の

は大変 で あ る が
,

夢は授業 で はも ちろ ん
, 学生

･ 教
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職員 ･ 地域住民
･ 野外活動指導者養成等に も活用 で

普
,

四 季を通 じ て 憩い の 場となる こ とを願 っ て や ま

な い ｡

4 . まとめ

新潟大学五 十嵐 の 森キ ャ ン プ サ イ ト の 存在 は非常

に 大きく
,

学内 に ある た め に す ぐに野外教育活動 が

可能で あり,
こ の キ ャ ン プ サ イ ト の 利用を通 し て 次

の 教育効果 が 可能となり得る ｡

1 ) 学校 キ ャ ン プ プ ロ グ ラ ム の 開発研究

2 ) 生涯 ス ポ ー

ツ と し て の 野外教育 プ ロ グ ラ ム の 開

発研究を行 い 地域社会と の 連携を強め る

3 ) 各学部
,

各学科等さら に は学生 ･ 教職員 ･ 地域

住民を含め て の キ ャ ン プ サ イ ト利用 開発

等を挙げ る こ とが で きる ｡ 以上 の よう に
,

文部科

学省 で か か げ て い る野外活動推進事業として そ の 利

用価値 や研究面 で 多大 な成果が期待 で き る ｡
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